
高齢者への買い物送迎サービス事業を試行的に実施！！

【江津市桜江地区 高齢者の生活利便性向上事業】

R3年度に高齢者を対象とした｢桜江町買い物実態アンケート調査｣を行ったところ、約半
数近くの高齢者の方が、買い物に不便を感じていることが分かりました。その結果を踏ま
えて、｢生活利便性向上事業推進協議体｣※で意見交換を実施し、桜江地区内で買い物送迎
サービス事業を行うこととしました。
※ 高齢者の生活利便性向上を検討するために、桜江町各地区の民生委員の代表などで構成された協議体

R3年度桜江町買い物実態アンケート調査実施

《アンケート結果》
・1,071人からの回答
（回収率 62.1％）

・買い物不便を感じる 44％
（運転しない人の65％が感じている）

・3～5年後に入手困難になりそうなものは、
食糧品に続き、生活雑貨や医薬品が上位

・不便解消に必要なこととして、
｢移動販売｣と｢買い物送迎サービス｣が上位

生活利便性向上事業推進協議体にて意見交換・事業検討

目的

買い物送迎サービス事業概要

見守りを兼ねた移動販売実証事業についても着々と進行中!

・生活雑貨等の買い物に不便を感じる方々への支援

・市社会福祉協議会のバスを活用し、民生委員が参加者をフォローしながら開催。
・買い物場所は、市内の大型商業施設やホームセンター。

・｢R3年度 桜江町買い物実態アンケート調査｣の結果を踏まえ、さくらえ地区小さな拠点推進協議会が中心
となり、買い物困難地域※での見守りを兼ねた移動販売事業をR５年度から実施予定です。

■第１回 【川越地区】
▸日時: 8/5
参加人数:８名 参加者のコメント

・普段買えないものが買えた！
・道中の運転の心配がなくて
気が楽！

・また行きたい！(多数)

※買い物困難地域･･･高齢化率等を勘案し、高齢者などが徒歩で外出し、買い物行為を行う事が困難であると市が認めた地域。

１．活動のきっかけ

２．事業実施に向けた検討

３．事業を試行的に実施

買い物送迎サービス事業につ
いて、協議体メンバーで協力
しながらなんとか実施ができ
ないか？

各地区民生委
員で、ニーズ
の把握や調整
をしよう！

市社会福祉協議
会のバスを活用
できそう！

４．今後の予定

■第２回 【川戸・⾧谷地区】
▸日時:10/13
参加人数:１２名

■第３回 【川越地区】
▸日時:12/15
参加人数:１５名

さくらえ地区小さな拠点推進協議会

・地域住民のみで実施ができるよう、体制や内容の整理し、持続可能な形を検討していきます。
持続可能な買い物送迎サービス事業に!


